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r

要
旨北

海
道
は
平
坦
な
地
形
、
新
し
い
火
山
の
噴
出
物
、

寒
冷
な
気
候
と
そ
の
植
生
の
影
響
を
う
け
た
土
壌
が

分
布
す
る
。
地
形
が
平
坦
な
た
め
、
比
較
的
均
質
な

土
壌
が
広
く
分
布
し
、
そ
の
中
に
特
殊
な
土
壌
が
点

在
し
て
い
る
。
火
山
の
影
響
は
地
域
に
よ

っ
て
異
な

り
、
太
平
洋
側

の
日
高
山
脈
よ
り
西
側
に
は
火
山
軽

石
が
多
く
土
壌
化
の
進
ん
で
い
な
い
火
山
放
出
物
未

熟
土
が
分
布
し
、
日
高
よ
り
東
側
に
は
火
山
灰
に
よ

る
黒
ボ
ク
土
が
広
く
分
布
す
る
。
寒
冷
な
気
候
の
た

め
泥
炭
土
や
ポ
ド
ゾ
ル
が
分
布
す
る
が
、
低
地
で
も

高
位
泥
炭
や
ポ
ド
ゾ

ル
が
見
ら
れ
る
点
は
本
州
以
南

と
は
異
な
る
北
海
道
の
特
徴
で
あ
る
。
山
地
の
大
部

分
は
褐
色
森
林
土
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
性
質

は
幅
広
く
蛇
紋
岩
等
を
母
材
と
す
る
特
殊
な
性
質
を

も
つ
土
壌
を
含
む
。
平
坦
な
地
形
が
多
い
た
め
大
規

模
開
発
が
進
み
、
平
地
や
丘
陵
の
自
然
植
生
や
自
然

土
壌
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

土
壌

の
性
質
を
決

め
る
因
子

土
壌
と
は
、
陸
地
の
表
面
を
覆
う
自
然
に
で
き
た
物
質

で
あ
り
、
環
境
条
件
が
土
壌
の
特
徴
を
決
め
て
い
る
。
土

壌
の
性
質
を
決
め
る
条
件
は
土
壌
生
成
因
子
と
呼
ば
れ
、

気
候

・
生
物

・
母
材

・
地
形

・
時
間
を
さ
す
。
前
者
四
つ

は
自
然
条
件
で
あ
る
が
、
時
間
の
因
子
が
あ
り
、
土
壌
は

時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
因
子
の
組
み
合
わ

せ
に
よ

っ
て
土
壌
の
性
質
が
決
ま
る
の
で
あ
る
。

世
界
の
植
生
分
布
が
気
候
条
件
に
よ

っ
て
決
ま
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候
帯
の
植
生
の
下
に
は
そ
の
影
響
を

う
け
た
特
徴
的
な
土
壌
が
発
達
す
る
。
例
え
ば
、
熱
帯
林

に
は
た

い
て
い
赤
色

の
粘
土
質

の
土
壌
が
分
布
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
同
じ
気
候
-
植
生
帯
に
お
い
て
も
、
地
質

な
ど
の
局
所
的
な
影
響
を
う
け
、
土
壌
の
性
質
が
異
な
る

場
合
が
あ
る
。
植
生
分
布
が
地
形
の
影
響
を
う
け
、
山
地

の
尾
根
と
谷
で
は
優
占
種
が
異
な
る
よ
う
に
、
土
の
性
質

も
地
形
に
よ
り
水
分
や
養
分
の
状
態
が
異
な
る
。

こ
の
よ
う

に
土
壌
は
そ
の
土
地
の
自
然
風
土
に
よ
っ
て

ゆ

っ
く
り
と
育
て
ら
れ
、
自
然
景
観
に
対
応
し
た
土
壌

へ

と
成
長
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
北
海
道
は
か
つ
て
豊
か
な

自
然
を
誇

っ
て
い
た
が
、
大
規
模
な
開
発
に
よ
り
自
然
土

壌
は
か
な
り
減
少
し
た
。
現
在
は
人
間
活
動
が
土
壌
の
性

質
を
左
右
す
る
強
い
因
子
と
な

っ
て
い
る
。

二

北
海
道

の
土
壌
を
特
徴
づ
け
る
三
因
子

北
海
道

の
土
壌

の
分
布
や
性
質
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
す

土
壌
生
成
因
子
は
三
つ
あ
る
。
第

一
に
、
母
材
と
し
て
の

火
山
の
影
響
で
あ
る
。
北
海
道
に
は
第
四
紀
の
新
し
い
活

火
山
が
多

い
。
北
海
道
駒
ヶ
岳

・
有
珠
山
・
樽
前
山
・
十
勝

岳
・雌
阿
寒
岳
・摩
周
岳
な
ど
活
火
山
が
北
海
道
を
東
西
に

連
な
り
、
こ
れ
ま
で
大
量
の
火
山
灰
や
火
山
礫
を
噴
出
し

た
。
火
口
周
辺
だ
け
で
な
く
、
火
山
灰
は
偏
西
風
に
よ
っ
て

運
ば
れ
東
側

の
土
壌

の
性
質
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

第
二
に
、
地
形
が
平
坦
な
こ
と
で
あ
る
。
低
地
で
は
石

狩
川

・
天
塩
川

・
十
勝
川
な
ど
流
域
面
積
の
広
い
河
川
の

下
流
域
に
広

い
平
野
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
河
川
の
上
流

か
ら
の
土
砂
を
堆
積
し
つ
つ
、
氾
濫
原
や
後
背
湿
地
、
泥

炭
地
を
つ
く

っ
て
き
た
。
海
沿
い
で
は
海
岸
段
丘
が
発
達

し
、
平
坦
な
台
地
が
連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
内
陸
で
は
洞

爺
湖

・
支
笏
湖

・
屈
斜
路
湖
な
ど
の
カ
ル
デ
ラ
湖
周
辺
は

火
砕
流
に
覆
わ
れ
た
平
坦
な
地
形
が
広
が
る
。
さ
ら
に
道
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北
で
は
氷
期
に
作
ら
れ
た
周
氷
河
地
形
と
い
わ
れ
る
緩
傾

斜
の
丘
陵
地
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
平
坦
ま
た
は

緩
傾
斜
の
地
形
で
は
、
土
壌
の
性
質
は
比
較
的
均
質
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
農
業
と
し
て
の
土
地
利
用
が
卓
越
す
る
。

第
三
に
、
や
は
り
北
海
道
は
寒
冷
な
気
候
と
そ
れ
に
随

伴
す
る
植
生
の
影
響
で
あ
る
。
北
海
道
の
年
平
均
気
温
は

札
幌
で
九
℃
程
度
、
釧
路
や
稚
内
で
は
六
℃
で
あ
り
、
東

京
の

一
六
℃
に
比
べ
か
な
り
寒
く
、
本
州
で
は
亜
高
山
に

分
布
す
る
ト
ウ
ヒ
や
モ
ミ
属
の
植
生
が
低
地
に
も
見
ら
れ

る
。
温
度
が
低
い
こ
と
は
植
物
の
種
類
や
成
長
を
制
限
す

る
だ
け
で
な
く
、
落
葉
な
ど
の
有
機
物

の
分
解
も
遅
く
な

り
、
泥
炭

の
形
成
や
落
葉
の
厚
い
堆
積

に
つ
な
が
り
土
壌

の
生
成

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

三

北
海
道
の
土
壌
分
布

北
海
道

の
土
壌
の
特
徴
を
、
本
州

・
四
国

・
九
州
の
土

壌
分
布
割
合
と
比
較
し
た
(図
1
)。
土
壌
分
類
名
と
土
壌

の
特
徴
は
後
半
で
詳
し
く
解
説
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
北

海
道
は
日
本

の
中
で
特
殊
な
こ
と
を
理
解

さ
れ
れ
ば
よ

い
。
ま
ず
低
地
土
や
台
地
土
な
ど
平
坦
な
土
壌
が
多
い
。

こ
の
区
分
に
は
泥
炭
も
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
新
し
い
火

山
の
影
響
を
う
け
た
火
山
放
出
物
未
熟
土
の
分
布
面
積
が

広

い
。
表
土
が
黒
味
が
強
い
黒
ボ
ク
土
は
九
州
に
次
い
で

面
積
割
合
が
高

い
。
寒
冷
な
亜
高
山
や
高
山
に
分
布
す
る

ポ
ド
ゾ

ル
の
割
合
は
意
外
に
本
州
よ
り
小
さ
い
。

一
方
、

温
暖
な
気
候

に
多

い
赤
黄
色
土
や
赤
黄
色
未
熟
土
は
ほ
と

ん
ど
分
布
し
て
い
な
い
。

次

に
道
内

の
土
壌
を
少
し
詳
細

に
見
て
み
よ
う

(図

2
)
。
集
計
の
解
像
度
が
異
な
る
た
め
、
全
国
集
計
の
割
合

と
は
多
少
異
な
る
が
、
や
は
り
褐
色
森
林
土
が
最
も
広
範

囲

に
分
布
し
て
お
り
五
七
%
、
次

い
で
黒
ボ
ク
土
が

一
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図1北 海 道 ・本州 ・四国 ・九州 の 主要 な土壌 とその分 布割 合。

六
%
、
低
地
土
が
八
%
、
未
熟
土
は
五
%
、
泥
炭

土

が
三
%

と
続

く
。

こ
れ
ら

で
九
〇
%

を
占

め
、
残
り

一
〇
%

に
多

様

な
土
壌
が
分
布
し

て
い
る
。

四

地
域

に
よ
る
土
壌
分
布

の
違

い

北
海
道
の
土
壌
図
を
示
し
た
(図
3
)
。
こ
の
図
は
低
地

土

・
台
地
土

・
泥
炭
を
統
合
す
る
な
ど
細
か
な
区
分
を
省

略
し
て
い
る
が
、
北
海
道
全
体
の
土
壌
の
分
布
傾
向
を
視

覚
的
に
把
握
で
き
る
。
北
海
道
は
大
き
く
三
つ
の
地
域
に

区
分
で
き
、
南
半
分
は
火
山
の
影
響
を
強
く
う
け
た
土
壌

が
分
布
し
、
そ
の
う
ち
西
側
の
胆
振
や
日
高
地
方
は
火
山

岩 屑 土 ・岩 石 地
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図2北 海道内の土壌の分布割合。

放
出
物
未
熟
土
が
広
が

っ
て
い
る
。

一
方
、
太
平
洋
の
東

側
、
十
勝
か
ら
根
室
に
か
け
て
は
黒
ボ
ク
土
が
広
く
分
布

し
て
い
る
。
北
海
道
の
北
半
分
に
つ
い
て
は
、
褐
色
森
林

土
と
低
地
の
土
壌
が
混
在
し
て
い
る
。

標
高
に
沿

っ
た
垂
直
分
布
の
違

い
も
現
れ
て
い
る
。
標

高
の
低
い
土
地
に
は
低
地
土
や
台
地
土
が
分
布
す
る
。
石

狩
川

・
天
塩
川

・
釧
路
川
周
辺
に
は
泥
炭
土
や
低
地
土
が

広
く
分
布
し
て
い
る
。
留
萌
か
ら
宗
谷
、
紋
別

へ
と
海
岸

沿

い
に
は
海
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
、
台
地
土
が
続
い
て
い

る
。
台
地
の
土
壌
は
粘
土
質
で
水
は
け
が
悪
く
、
北
海
道

で
は
重
粘
土
と
も
呼
ば
れ
る
。

山
地
は
だ
い
た
い
褐
色
森
林
土
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
本

州
の
山
地
も
同
様
で
あ
り
、
傾
斜
地
の
森
林
植
生
の
典
型

的
な
土
壌
で
あ
る
。
北
海
道
の
脊
梁
を
な
す
日
高
山
脈
と

大
雪
山
系
で
は
火
山
の
影
響
や
山
体
の
形
状
が
異
な
り
、

土
壌
の
種
類
も
異
な

っ
て
い
る
。
氷
河
地
形
の
残
る
日
高
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り

図3北 海道 の土 壌 図。森 林立 地懇 話会(1972)か ら抜粋 、 一部

改 変。

山
脈
は
土
壌
が
わ
ず
か
し
か
発
達
せ
ず
岩
屑
土
が
山
脈
の

東
斜
面
に
連
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
大
雪
山
系
は
火
山
放

出
物
未
熟
土
と
ポ
ド
ゾ

ル
の
分
布
域
で
あ
る
。
ポ
ド
ゾ

ル

は
大
雪
山
か
ら
北
に
点
在
し
、
北
見
山
地

・
天
塩
山
地
か

ら
宗
谷
岬
に
か
け
て
見
ら
れ
る
。
本
州
で
は
ブ
ナ
帯
で
も

ポ
ド
ゾ

ル
が
広
く
出
現
す
る
が
、
北
海
道
で
は
北
部
を
除

き
、
ポ
ド
ゾ

ル
の
分
布
面
積
は
狭
い
。

で
は
次
に
、
主
な
土
壌
の
種
類
毎
に
そ
の
特
徴
を
解
説

す
る
。

(
一
)
褐
色
森
林
土

こ
の
土
壌
は
温
帯
の
森
林
植
生
の
標
準
的
な
土
壌
で
、

下
層
土

(B
層
)
が
褐
色
の
土
壌
で
あ
る

(写
真
1
)
。
山

地
の
斜
面
に
分
布
し
、
比
較
的
土
層
が
浅
く
、
一
m
程
度
で

基
岩

(C
層
)
が
出
始
め
る
。
そ
の
た
め
母
材
の
性
質
の

違
い
が
土
壌
の
性
質
に
も
表
れ
や
す
い
。
通
常
は
比
較
的

酸
性
の
強

い
土
壌
で
あ
る
が
、
蛇
紋
岩

や
カ
ン
ラ
ン
岩
を
母
材
と
す
る
場
合
は

中
性
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
蛇
紋
岩
は

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
多
く
有
害
な
重
金
属

類
も
含
ま
れ
る
の
で
、
生
育
で
き
る
植

物
は
限
ら
れ
て
お
り
特
殊
な
植
物
群
落

を
作
る
(写
真
2
)
。
ア
ポ
イ
岳
や
夕
張

岳
の
高
山
植
物
や
天
塩
山
地
の
ア
カ
エ

ゾ

マ
ッ
林
の
分
布
に
関
連
し
て
い
る
。

樹
木
の
成
長
は
土
壌
の
湿
り
旦
ハ合
で

大
き
く
異
な
る
の
で
、
褐
色
森
林
土
を

乾
性

・
適
潤
性

・
湿
性
な
ど
に
細
分
で

き
る
。
排
水

の
良

い
尾
根
に
は
乾
性
の
、

斜
面
中
腹
に
は
適
潤
性
の
、
谷
筋

に
は

湿
性

の
褐
色
森
林
土
が
分
布
し
て
お

り
、
適
度
に
湿
潤
な
ほ
ど
土
壌
は
肥
沃

で
、
樹
木
の
成
長
は
良

い
。
た
だ
し
、

北
海
道
の
日
本
海
側
、
特
に
留
萌
や
宗

谷
の
山
地
で
は
海
風
や
粘
土
質
の
母
材

の
影
響
に
よ
り
斜
面
中
部
で
も
土
壌
は

乾
燥
し
た
特
徴
を
示
す
。

(
二
)
黒
ボ
ク
土

黒
色

の
表
土
(A
層
)
が
厚
く
、
火
山

灰
を
母
材
と
し
、
石
や
礫
を
あ
ま
り
含

ま
な
い
(写
真
3
)
。
火
口
か
ら
遠
く
離

れ
、
細
粒
な
火
山
灰
が
何
度
も
堆
積
し

た
十
勝
平
野
や
根
釧
原
野
に
か
け
て
広

く
分
布
し
て
い
る
。
畑
や
牧
草
地
と
し

て
農
業
上
有
用
な
土
壌
で
あ
る
。
北
海

道
独
自

の
農
牧
地
土
壌
分
類
体
系

で

は
、
こ
れ
を
一火
山
性
土
」
と
呼
ん
で
い
る
。

林
野
土
壌
分
類
で
は
黒
色
土
と
呼
ぶ
。

褐 色 森 林 土(定 山 渓 ミズ ナ ラ

林)。 白黒 な の で わ か り に くい

が、深 さ8cmま でA1層 、20cmま

でA2層 、以 下B層 。

褐 色森 林土(北 大 天塩 演 習林 アカ 写 真1

エ ゾマ ツ林)。蛇紋 岩母 材。深 さ12

cmま でA層 、45cmま でB層 、以下

蛇紋 岩 の風化 した 白っ ぽいC層 。

写真3黒 ボ ク土(十 勝 カ ラマ ツ林)。 深 さ 写 真2

15cmま でA!層 、40cmま でA2

層、以 下B層 。
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火
山
灰
土
壌

は
柔
ら
か
く
保
水
性
や
通
気
性
が
よ
い

が
、
リ
ン
酸
肥
料
が
効
き
に
く
い
の
で
、
本
来
農
地
に
は

不
向
き
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
題
材
に
し
た
久
保
栄
の
戯
曲

「火
山
灰
地
」
は
昭
和

=
二
年
の
直
木
賞
候
補
と
な

っ
た
。

か
つ
て
は
カ
シ
ワ
林
が
広
が

っ
て
い
た
十
勝
平
野
も
、
そ

の
後
、
リ
ン
肥
料
の
改
良
な
ど
で
現
在
は
生
産
力
の
高
い

畑
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

(
三
)
未
熟
土

(
火
山
放
出
物
未
熟
土
)

噴
火
し
た
火
山
の
火
口
付
近
に
は
大
き
な
火
山
弾
や
火

山
礫
が
降
り
注
ぐ
。
有
珠
山
の
噴
火
で
山
麓
が
灰
で
埋
も

れ
た
様
子
は
道
民
の
記
憶
に
今
も
残

っ
て
い
る
。
道
内
に

は
多
く
の
活
火
山
が
あ
る
が
、
樽
前
山
は

一
六
六
七
年
や

一
七
三
九
年
に
大
規
模
な
噴
火
が
あ
り
大
量
の
火
山
灰
を

噴
出
し
た
。
胆
振
地
方
の
平
野
の
土
壌
は
こ
の
頃
の
大
量

の
軽
石
層
を
母
材
と
し
て
で
き
て
お
り
、
誕
生
し
て
約
三

〇
〇
年
の

「未
熟
な
」
土
壌
で
あ
る
。
支
笏
湖
周
辺
で
は

表
土

(A
層
)
の
厚
さ
が

一
〇

㎝
程
し
か
な
く
、
土
壌

の

で
き
る
速
さ
は

一
〇
〇
年
に
三

㎝
程
度
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る

(写
真
4
)
。

火
山
性
未
熟
土
は
土
層
が
浅
く
、
樹
木
の
根
は
表
層
に

写 真5強 風 で倒 れた トドマ ツ(苫 小 牧)。 根 張 りが浅 く、根

系が皿 状 に剥 がれ た。

集
中
す
る
の
で
、
風
倒
が
発
生
し
や
す
い
(写
真
5
)
。
苫
小

牧
周
辺
は

]
九
五
四
年
の
洞
爺
丸
台
風
で
壊
滅
し
た
後

に

植
栽
さ
れ
た
森
林
で
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
の
一
〇
号
台

風
で
再
び
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
自

然
撹
乱
も
土
壌

の
発
達
を
遅
ら
せ
て
い
る
。

写真4火 山放 出物 未熟 土(苫 小 牧 トドマ ツ

林)。 深 さ10cmま でA層 、以 下軽 石

のC層 で、軽 石 の粒 径 によって細 分。

(
四
)

泥
炭

土

泥
炭

は
寒
冷

な
気

候

と
高

い
水
位

に
よ

り
、
枯
れ
た
草
が
腐

ら
ず

に
蓄
積

し
た
も
の

で
あ

る
(写
真
6
)
。

ラ
ム
サ
ー

ル
条
約

に
登

録

さ
れ
た
釧
路
湿
原

・
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
な
ど

は
有
名

で
あ
る
が
、

か

つ
て
は
も

っ
と
広

い

面
積
が
低
湿
地
で
あ
り
泥
炭

土
が
分
布
し
て

い
た
。
本
州

で
は
尾
瀬

ヶ
原
な
ど
高
地

に
し

か
見
ら

れ
な

い
高
位

泥
炭

も

低

地

に
発
達

し
、
北
海
道

の
貴
重

な
自

然
景
観

を
作

っ
て

い
た
。
し

か
し
、
農
牧
地
開

発
事

業

で
、
現

在
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
開
発
し

つ
く
さ
れ
、
自
然
植
生
が

残

っ
て
い
る
場
所
は
あ
ま
り
な
い
。

泥
炭
地
の
開
発
は
過
湿
な
土
壌
を
改
良
す
る
た
め
、
排

水
に
よ
る
乾
燥
化
が
基
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
泥
炭
が

急
激
に
分
解
し
地
盤
が
低
下
す
る
が
、
客
土
や
置
土
で
地

表
を
覆

い
、
新
し
い
土
壌
を
使

っ
て
農
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
地
盤
は
泥
炭
で
あ
る
が
、
も
は
や
地
表
は
泥
炭
土
で

は
な
い
。

最
近
は
、
残
り
わ
ず
か
な
泥
炭
植
生
を
保
全
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
周
囲
の
農
地
が
排
水
さ
れ
る
中
、

保
全
地
だ
け
を
過
湿
で
貧
栄
養
な
泥
炭
の
生
成
環
境
に
保

つ
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。

(
五
)
低
地
土

扇
状
地
や
沖
積
平
野
の
土
壌
で
、
河
川
に
よ
り
上
流
か

ら
運
ば
れ
た
土
や
石
の
混
合
物
を
土
壌
母
材
と
す
る
土
壌

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
下
層
土
が
黄
褐
色
な
土
壌
を
褐
色
低

地
土
と
呼
び
、
排
水
が
や
や
不
良
で
灰
色
味
を
帯
び
て
い

る
土
壌
を
灰
色
低
地
土
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
排
水
不
良
で
帯

水
し
灰
色
の
グ
ラ
イ
層

(土
壌
が
水
で
飽
和
し
酸
素
が
少

な
く
な
り
、
鉄
が
還
元
し
て
灰
色
に
な

っ
た
層
)
が
見
ら
れ

る
土
壌
は
グ
ラ
イ
土
に
細
分
さ
れ
る
。
平
坦
で
水
を
得
や

す
い
の
で
水
田
を
中
心
に
大
部
分
が
農
地
と
な

っ
て
い
る
。

(
六
)
台
地
土

北
海
道
で
は
重
粘
土
と
呼
ば
れ
、
台
地
や
丘
陵
地
に
分

布
す
る
非
常
に
粘
質
の
土
壌
で
あ
る
。
融
雪
期
や
降
雨
後

に
は
水
は
け
が
悪
く
、
乾
燥
が
続
く
と

一
転
水
不
足
に
な

り
や
す
く
、
農
地
と
し
て
は
管
理
が
難
し
い
土
壌
で
あ
る
。

排
水
不
良
な
た
め
下
層
土

に
灰
色
の
グ
ラ
イ
層
が
発
達
す

る
。
グ
ラ
イ
層
の
程
度
に
よ
り
灰
色
台
地
土

(疑
似
グ
ラ

イ
土
)
や
グ
ラ
イ
台
地
土
な
ど
に
細
分
さ
れ
る
。
道
北
に

多

い
。
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(
七
)
ポ
ド
ゾ

ル

欧
米
の
寒
冷
な
針
葉
樹
林
に
広
く
分
布
す
る
森
林
土
壌

で
、
落
葉
が
厚
く
た
ま
り
、
強
酸
性
で
、
表
土
の
鉄
分
が

溶
脱
し
灰
色
に
な
り
、
下
層
は
鉄
が
集
積
し
赤
さ
び
色
を

帯
び
る
。
日
本
で
は
本
州
の
高
山
-
亜
高
山
帯
・ブ
ナ
帯
・

低
山
で
も
尾
根
な
ど
の
乾
燥
地
形
に
分
布
す
る
。

北
海
道
の
気
候
や
植
生
条
件
か
ら
す
る
と
も
っ
と
広
範

囲
に
ポ
ド
ゾ

ル
が
分
布
し
て
よ
い
が
、
少
な
い
の
は
火
山

灰
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。
天
塩
山
地

に
多
く
、
ま
た
浜

写真7砂 丘 ポ ドゾル(浜 頓別)。 腐 った根 写 真6

が左 側 に深 く入 り込 み、未分 解 の落

ち葉 が た ま り(H層)深 さ30cm付

近 に白 い漂 白層(E層)、40cm以 下

に縞模 様状 に鉄が集 積 して い る(B

層)。

泥 炭土(豊 富 町)。 明 渠排 水 か ら撮

影 。客土 を して い ない部分 。

頓
別
の
海
沿
い
の
砂
丘
列
に
も
ポ

ド
ゾ

ル
が
分
布
す
る
。
浜
頓
別
は

日
本
で
唯

一
低
地
に
ポ
ド
ゾ

ル
が

分
布
す
る
場
所
と
し
て
研
究
者
に

は
有
名
で
あ
る

(写
真
7
)。

(
八
)
暗
赤
色
土
と
赤
色
土

暗
赤
色
土
は
粘
土
質
で
下
層
土

の
赤
み
が
深
い
土
壌
で
あ
り
、
赤

色
土
は
赤
み
が
鮮
や
か
で
あ
る
。

わ
ざ
わ
ざ
区
分
す
る
の
は
そ
の
生

成
の
仕
組
み
が
大
き
く
異
な
る
た

め
で
あ
る
。
暗
赤
色
土
は
火
山
の

熱
変
質
を
う
け
て
赤
く
な

っ
た
も

の
で
あ
る
。

一
方
、
赤
色
土
は
亜

熱
帯
の
よ
う
な
か
な
り
温
暖
な
環

境
で
強
く
風
化
さ
れ
た
土
壌
で
あ

る
。
北
海
道
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

沿
い
の
段
丘
な
ど
に
赤
色
の
土
壌

が
点
在
し
て
い
る
。
現
在
の
気
候

で
の
生
成
は
考

え
ら
れ
な

い
の

で
、
過
去
の
問
氷
期
の
温
暖
な
環

境
で
で
き
た
化
石
古
土
壌
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

五

土
壌

版

レ

ツ
ド

デ

ー

タ
ブ

ッ
ク

土
壌
は
自
然
の
産
物
で
あ
る
が
、
重
機
を
使

っ
た
地
形

の
改
変
に
ま
で
及
ぶ
大
規
模
な
開
発
に
よ
っ
て
植
物
群
落

の
み
な
ら
ず
土
壌
も
破
壊
さ
れ
る
。
特
に
分
布
面
積
が
狭

い
土
壌
や
都
市
部
に
近
く
開
発
さ
れ
や
す
い
場
所
に
あ
る

土
壌
は
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
植
物
群
落
や
景
観
の

保
全
に
は
国
民
の
関
心
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
が
、
な
か
な

か
土
壌

に
ま
で
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

い
。
日
本

ペ
ド

ロ
ジ

ー
学
会
が
土
壌
版

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
と
し

て
リ
ス
ト
を
作
成
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
、
北
海

道

の
土
壌
を
紹
介

す
る
。

こ
れ
ら

の
土
壌

の
保
全

に
は
十

分
注
意
し
た

い
。

.
高
位

泥
炭
土

(石
狩
支
庁

・空
知
支
庁
)
日
既
に
開
発
が

進
み
、
小
面
積
し

か
現
存
し

て
い
な
い
。

・
ポ
ド
ゾ

ル
(浜
頓
別
町
字
頓

別
)
"
周
囲
が
土
取
場

で
砂

地

の
土
壌
が
採
掘
さ
れ
て

い
る
。

.
火
山
放
出
物
未
熟
土

(追
分
町

・
早
来
町

・
厚
真
町
)
u

ゴ
ル
フ
場
な
ど
大
規
模
開
発

に
晒
さ
れ
や
す

い
。

.
古
赤
色
土

(雄
武

町
・興
部
町
)
u
分
布
面
積
が
小
さ

い
。

六

お
わ

り

に

北
海
道
は
寒
冷
で
植
物

の
樹
種
数
は
限
ら
れ
、
ま
た
平

坦
な
地
形
に
は
類
似
の
土
壌
が
広
く
分
布
す
る
の
で
多
様

性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
も
貴
重
な
動

植
物
や
貴
重
な
土
壌
が
存
在
し
て
い
る
。
土
地
が
広
大
で

地
形
も
平
坦
な
た
め
大
規
模
な
開
発
に
よ
り
、
低
地
や
低

山
の
自
然
植
生
が
減
少
し
、
自
然
土
壌
も
消
え

つ
つ
あ
る
。

そ
の
た
め
多
様
性
は
ま
す
ま
す
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

高
度
成
長
期
に
は
国
民
の
多
く
が
経
済
優
先
の
価
値
観

を
共
有
し
、
経
済
的
恩
恵
を
享
受
し
て
き
た
。
開
発
さ
れ

た
農
地
は
今
や
国
民
の
食
料
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担

っ
て
い
る
。

一
方
、
残
さ
れ
た
自
然
の
価
値
の
重
要
性

も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
普
段
は
地
表
し
か
人
目

に
触
れ
な
い
土
壌
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
間
が
作
る
こ
と

の
で
き
な
い
自
然

の
産
物
で
あ
る
。
土
壌
は
す
べ
て
の
生

き
物
の
生
存

の
基
盤
で
あ
る
こ
と
考
え
る
と
、
土
壌
の
保

全
と
持
続
的
な
有
効
利
用
は
私
た
ち
の
将
来
に
関
わ
る
重

要
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
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